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編集後記

　大学教員の皆さんはレポートの採点どうされているでしょう
か．私も一度はchatG○○で課題文を入れてみるようにしてい
ます．試しに「日本惑星科学会の編集後記を200字程度で書
いてください」「時節ネタ」とすると…//皆さん，こんにちは．今
号の日本惑星科学会の論文集をお届けいたします．本号では，
我々のメンバーから寄せられた多彩な研究が掲載されており，
惑星科学の最新の展望をお伝えできることを嬉しく思います．
まず，今年は火星の探査が活発で，新たな発見が相次いでい
ます．その中で，私たちのメンバーが火星の地質学に関する興
奮を分かち合っております．また，地球外の生命探索に関する
研究も進行中で，宇宙における生命の可能性について考察し
ています．一方で，地球の気候変動に関する議論は重要性を
増しており，我々の使命の一つは地球環境への理解を深め，

解決策を模索することです．気候科学への貢献を続けていき
ます．日本惑星科学会は，常に新たな挑戦に立ち向かい，知
識の向上に取り組んでいます．皆様の研究や情熱が，未来の
宇宙探査や地球の未来に寄与することを願っております．最後
に，論文の執筆や審査に携わった皆様に感謝申し上げます．
次号もより多くの刺激的な研究を期待しております．どうぞ，今
号をお楽しみいただき，宇宙の謎に一歩近づく手助けとなりま
すよう願っております．-ここまで//スゴいんですね! 晩秋の時
節ネタ: クルミを集めるキャンパスのエゾリス，雪虫の大発生，
住宅街のキタキツネの話を途中まで書いていたところですが，
本号の入稿編集締め切りがHera探査機搭載の熱赤外装置
TIRIの地上校正試験(@M電気)の日程と重なってしまい，つ
い.. . すみません，エゾリス話は1年後にまた．(関口)
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